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世界の中で日本は
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ＩＣＴ成長戦略
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新藤総務大臣によるトップセールス （2013. 2014）
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Ｇ空間情報とは、G空間社会とは

（ｘ,ｙ,ｚ,ｔ）

測位衛星（ＧＰＳ等）

時刻情報、衛星の軌

道情報等を送信

４機以上の測位衛星から

信号を受信して

位置と時刻を決定

衛星測位情報とは？

準天頂衛星
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防災施設の分布

老朽木造住宅の分布

一人暮らし高齢者の分布

災害による自動車通行

不能箇所

様々な情報の関連性が

わかり、総合的な対策を

考えることができる

重ね合わせると

地理情報とは？

すべての事物・現象は、位置と時刻を有しており、

それらの情報の利活用による本格的な情報化社会が到来

ｰＧ空間情報を高度に活用できる社会（Ｇ空間社会）の実現ｰ

準天頂衛星４機体制確立： 2017年打ち上げ 2018年運用開始



Ｇ空間情報を支える仕組み

第4次産業革命を

支える基幹インフラ

（準天頂衛星など）

Ｇ空間プロジェクトは全ての情報に高精度でリアルタイムの位置と時刻を提供し、ＩＣＴ，ＡＩ技術等を

活用してＧ空間情報を高度に活用できる社会を実現するための21世紀の基幹インフラ整備事業 5

Ｇ空間情報

センター



Ｇ空間２.０
 「Ｇ空間プラットフォーム」等の成果を踏まえ、平成28年度に「Ｇ空間情報センター」が運用を開始する予定。また、平成
30年度には準天頂衛星の４機体制も確立し、多様な分野でのＧ空間情報の利活用が本格化する環境が整う

こうした状況の変化を踏まえ、「Ｇ空間情報センター」を活用して、防災、農林水産業、観光、医療福祉、物流、社会資
本、行政の高度化・効率化など、幅広い分野での大規模な社会実証を産学民官で実施することにより、社会経済へ

の大きな波及効果を実現

１Ｇ空間情報を活用した幅広い分

野での大規模な社会実証

２Ｇ空間情報センターの共通基盤

化を徹底するためのルール整備

３Ｇ空間２.０の社会実装に向け
たビジネスモデルの確立

４成功モデルのアジア・太平洋諸

国等への海外展開

・津波防災技術とG空間情報を

融合されたリアルタイム津波浸水

予測の実現

・リアルタイムかつ高精度な土砂災

害等の被害予測シミュレーションの

実現

防災・減災分野

・衛星測位情報を活用した農機の

運転アシスト、自動走行等により

これまでにない省力化を実現

・Ｇ空間情報の活用により、森林・

水産資源等の詳細な状況把握を

実現

農林水産分野

・ ３次元地図等のG空間情報や

多言語音声翻訳システムを活用

した観光・バリアフリーナビの実現

・G空間情報や車載センサを活用

した自動走行システムの実現

観光・交通分野

・Ｇ空間情報の活用によって地方

自治体の道路管理、固定資産税、

都市計画等の業務が効率化され、

住民サービスが向上

行政分野

Ｇ空間２.０の実現に必要な取組み

Ｇ空間２.０

高精度衛星測位等の宇宙インフラ

多様な位置データを集約したＧ空間情報センター 6

自民党経済好循環実現委員会

経済好循環の実現に向けて ~横串と団子~ 平成27年6月16日 から

http://jimin.ncss.nifty.com/pdf/news/policy/127993_01.pdf



Ｇ空間２.０ 技術開発実施例

3次元地図作成
車の自動運転

ＩＴ農業

ＩＴ林業

リアルタイム津波監視

土砂災害・河川氾濫

地下街防災

観光案内

90分後
150分後
210分後

Ｇ空間社会の実現に向けて、種々の開発/既存技術のシステム化、規制緩和や法整備等を

「横串と団子」活動としてチームジャパン体制で推進 7

準天頂衛星が提供する高

精度でリアルタイムな位置

情報と時刻情報が各種の

アプリケーションを支える

G空間情報センター

ｉコンストラクション



産学官連携
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熊本復興への貢献 Ｇ空間情報センター

情報保有者 Ｇ空間情報センター 情報利用者

民間企業・・・・

地方自治体

研究機関

府省庁等

地理空間情報

ライブラリ

オープンデータ 防災

電子地図

統計情報

カー

プローブ

交通

宇宙・衛星

農林水産

ライフライン

不動産・

まちづくり

携帯

位置情報

航空写真

国・地方公共団体

防災関係者

公益企業・研究機関

情報サービス業

その他民間企業等

連携

登録 利用

検索

地域課題の分析・解決方法の提示

地方産業の効率化・イノベーション創出支援

活用事例・実証の積み上げによる

Ｇ空間情報の円滑な流通支援

データ登録支援
データ活用支援

・産学官の情報を一元的に集約し、

利活用推進

・平成28年度（11/24予定）より運用

開始

Ｇ空間情報センターの整備
Ｇ空間情報の高度活用
暮らしの中でワンストップでＧ空間情報の活用

安全・安心な暮らしへの貢献
災害に強い国土の形成
新サービス・産業の創出



全ての情報には高

精度でリアルタイ

ムの位置と時刻の

情報が含まれる

リアルタイム津波監視

・観測情報

・津波浸水

被害推定

・スパコン連携
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熊本復興への貢献 防災・減災

世界最先端の防災・減災システムの構築
リアルタイム津波監視防災・減災システム
土砂災害・河川氾濫
地下街・屋内施設シームレス避難誘導システム

準天頂衛星・GNSS地球観測衛星

G空間情報センター
基盤情報

インフラ情報など 平成28年11月24日
運用開始予定

人材育成

海外展開

地震情報

海域情報（潮位･GPS･
SNET･DONET）

電子基準

点情報

Lアラート
自治体防災システム

準天頂衛星

災危通報・安否確認

全国カバー

土砂災害・河川氾濫

災害対策本部システム

参加型情報収集システム

移動・輸送支援システム

応急対応タイムライン

要援護者支援システム

予測力

の強化

対応力

の強化

予知力

の強化

地下街･屋内避難誘導

・屋内測位環境整備

・商業施設

・防災センター

・消防活動支援

屋内外シームレスナビ

火災地点情報・

職員配置情報

自主避難・避難誘導

施設内人流情報

消防隊に

よる救出

G空間情報活用推進特別委員会
G空間社会実証事業 産学提案ヒアリング
（2016/4/26,27）資料より抜粋・編集

＋多言語化

迅速な災害対応
国土強靭化
しなやかな地域づくり

位置／人流センサー

・避難誘導支援



全ての情報

には高精度

でリアルタイ

ムの位置と

時刻の情報

が含まれる
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熊本復興への貢献 農業／林業

低コスト・高品質・高収量農業の実現（スマート農業）
森林資源ＳＣＭ構築による儲かる林業の実現（スマート林業）
スマート農業／林業の人材育成と国際展開

準天頂衛星・GNSS地球観測衛星

UAV

G空間情報センター
基盤情報

インフラ情報など

加工場

スマート農業

・農作業の

ロボット化

・ＩＣＴによる

営農支援

・農業クラウド構築

・農業の６次産業化

人材育成
海外展開

ＳＣＭ：サプライチェーンマネージメント

住宅
CLT木造ビル

家具 バイオマス

発電所

製材工場

パルプ工場

木材市場

スマート林業

・ＩＣＴによる森林資源情報

の一元化

・林業作業の

ロボット化

・川上・川中・川下事業の

ＳＣＭ構築

植物工場

川中

川下

川上

供給

需要

平成28年11月24日
運用開始予定

G空間情報活用推進特別委員会
G空間社会実証事業 産学提案ヒアリング
（2016/4/26,27）資料より抜粋・編集

新産業創出
雇用創出
地域活性化



全ての情報には高

精度でリアルタイ

ムの位置と時刻の

情報が含まれる

観光

・多様な視点からの集合知による有効な

情報提供

・属性・行動特性に応じたパーソナライズ

な旅を演出可能

・観光客と住民の相互情報共有やエリア

マネジメントの充実
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熊本復興への貢献 観光・交通

リアルタイムの多様な情報を駆使した観光サービスの実現
高精度位置情報などを活用した新しい交通サービスの実現運動・スポーツを楽しみながら生きるヘルスケアサービスの実現

準天頂衛星・GNSS

G空間情報センター
基盤情報

インフラ情報など 平成28年11月24日
運用開始予定

人材育成

海外展開

交通

・ゆっくり自動運転

・シェアリング型

モビリティサービス

・レーンマネージメント

・ロードプライシング

ヘルスケア

・運動参加による生活改善・基礎

体力向上、 健康寿命の延伸、通

院・入院患者数の減少

・個人の目標設定・成長量に沿っ

たトータルライフサポート運動社

会の実現

・地域でのスポーツ機会増加によ

る地域活性化

G空間情報活用推進特別委員会
G空間社会実証事業 産学提案ヒアリング
（2016/4/26,27）資料より抜粋・編集

（滞日外国人、

観光客）

（訪日外国人、

観光客）

（住民等）
（住民等）

旅行の感想や

便利情報を登録

（交通機関）

地域の歴史・文化情報

の登録

運行・渋滞情報の共有

外国人視点で

の新たな地域

情報の把握

INPUT OUTPUT

位置や属性に応じた

個別情報を入手

最適ルートでのナビ

中山間地等での高齢

者の移動

観光地などでの周遊

バス専用レーン／五輪専用レーン

観光地・都市部の

渋滞解消

有料道路のゲート

レス化

運動軌跡の可視

化、

運動・健康アドバ

イスサポート

安価なウェアラブル

端末での運動データ

計測

地域での運動・

スポーツ関連

データ・情報の

可視化

＋多言

語化

地域活性化
高齢社会へ
の貢献



地理空間情報活用推進基本計画（第3期）骨子案（概要）
今年度中に閣議決定予定

東京オリパラ開催時期に向けていくつかのシンボル事業を実現し、世界のお客様を「おもてなし」12



Ｇ空間プロジェクトの推進体制

地理空間情報

産学官連携協議会

学界

産

業

界

地方公共団体等

地 理 空 間 情 報 活 用 推 進 会 議
議 長：内閣官房副長官

副 議 長：内閣官房、内閣府、総務省、

文部科学省、経済産業省、

国土交通省の各担当局長級

構 成 員：その他の関係省庁局長級

○個人情報保護・知的財産
に関する検討チーム

○国の安全に関する検討チーム
○基盤地図情報整備・更新に

関する検討チーム

○G空間情報センターの利活用推進
チーム

○防災システム高度化推進チーム
○IT農林水産業推進チーム
○地域・中小企業活性化推進チーム
○海外展開推進チーム

国

自由民主党

Ｇ空間情報活用推進

特別委員会（Ｇ特）

委 員 長 ：新藤義孝

委員長代理：石田真敏

事務局長 ：藤川政人

顧 問 ：河村建夫

額賀福志郎

衛星測位
ワーキンググループ

地理空間情報活用推進会議 幹事会
議 長：内閣官房内閣審議官

報告

決議

要望

G空間プロジェクト推進
ワーキンググループ

地理情報システム
ワーキンググループ

Ｇ空間社会の早期実現に向けて、政府の司令塔（政策的、事業的）の設置を検討中 13
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平成29年度予算概算要求
平成29年度Ｇ空間関連概算要求の概要
総計

内地理情報システム関係

内衛星測位関係

52,707（47,553）
31,608（31,383）

21,099（16,171）
【主な施策】

 実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用の推進（内閣府） 18,883
 宇宙システム海外展開タスクフォース（内閣府） 12

単位：百万円

（ ）内は平成28年度当初予算額

G空間情報活用推進特別委員会
（2016/10/27）資料より抜粋・編集

【参考資料】

【主な施策】

 Ｇ空間情報の円滑な流通促進に向けた検討（国土交通省）
 総合防災システムの整備と運用（内閣府）
 地域防災等のためのＧ空間情報利活用推進（総務省）
 農業機械の自動走行技術等の開発・実証（農林水産省）
 地理空間情報（Ｇ空間情報）とＩＣＴを活用した林業の成長産業化

（農林水産省林野庁）

 高度な自動走行システムの実現に向けた研究開発の推進（内閣府）
 準天頂衛星を活用した無人航空機物流実証事業（経済産業省）
 測位衛星やリモートセンシング衛星等を活用した中小企業・小規模事業者の
革新的なものづくりや商業・サービスの事業家を推進（経済産業省中小企業庁）

 高精度測位技術を活用したストレスフリー環境づくりの推進（国土交通省）
 電子基準点網等の利活用による海外展開・国際展開（国土交通省国土地理院）

123
706
500
150
54
内数

内数

内数

106
12


